[地域情報] さびれゆく地方都市の中心商店街 : 鳥取市の事例 by 衣川 恵 et al.

























































































































































































1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年
サンロード入り口 3,336 3,692 3,383 2,852 2,739 2,620 2,206 1,767 1,525
駅前通り 3,808 3,862 3,645 3,496 3,223 3,382 2,382 2,315 2,478
本通り 2,039 2,452 2,368 2,052 2,139 2,499 2,038 1,905 1,725
末広通り 1,510 1,924 1,684 1,590 1,460 1,326 1,323 1,094 1,320
（注）駅前通りは万年筆博士前，本通りは本通利ビル前，末広通りは谷本酒店前における調査。
（出所）鳥取市『鳥取市中心市街地活性化基本計画』2007年，第７章より作成。原資料は，鳥取商店街連合会「通行量調査結果報告
書」。
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を建てて生活しており，儲からなくても旧来型の店を開き続けているところもあるという。このような現
象は，鳥取以外の他のまちでもみられることであるが，商店街の魅力を削ぐ大きな要因の一つとなってい
る。
このような状況を反映して，鳥取市中心街の地価の下落が続いている。最も高い鳥取駅前の栄町の公示
地価（１㎡）が2001年の68万円から20007年の26.9万円に下がり，39.6％の下落となっている。
2008年８月の筆者の調査では，以下のような状況であった8。駅前の目抜き通りである若桜街道を駅側か
ら200メートほど北に進む区域が駅前通りであり，サンロードとともに，駅前地区商店街の一角をなして
いる。この通りは人通りがやや多い（写真１）。しかし，通行人の多くは，商店街の買物のためではなく，
通路として利用している様子であった。ここは，以前ははるかに人通りが多く，商店街も繁盛していたと
いうことである。
鳥取駅の正面にあり，若桜街道にほぼ平行してつくられた200メートルほどの長さのサンロード（駅前
地区商店街の一角）がある。ここは旅行者にとっては鳥取の玄関口であり，立地条件としては申し分ない
ように思われる。しかし，現在は，人通りが少なく，ひっそりとしている（写真２参照）。きれいなアーケー
ドが整備されているが，ところどころに空き店舗がある。店の人の話を聞くと，「10年前とまったく違い，
商店街の人通りがずいぶん減った。客を郊外の大型店に取られた。」ということであった。通りの途中に
ある路地に，小さなモニュメントやベンチが置かれており，商店街のリニューアルが行われた形跡がみら
れる。しかし，いまやそこに人影はない。アーケード，ベンチ，モニュメントなどをつくるだけでは，来
街者を増やすことも，商店街を活性化させることもできない。この商店街はそのことを物語っている。
8	 	 調査は，平日と休日合計４日間にわたって時間帯を変えて，中心商店街の全体を徒歩で数回歩いて観察した。同時に，聞き取
り調査も行った。
写真１　駅前通り
（注）撮影は筆者。以下同じ。背景の山が久松山。
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写真２　サンロード
駅前通りが終わるところの交差点を，さらに市役所方面に北進すると本通商店街となり，また東に進む
と末広温泉町商店街になる。
交差点を北進して，本通商店街に入ると，人通りが減りはじめ，袋川に近づくほど人通りが少なくなり，
空き店舗が目立つようになる。ただし，その途中にある，本通商店街振興組合がつくった「パレットとっ
とり」（食品スーパーやテナントの商業施設）には顧客の出入りが目立ち，その近辺の歩行者はかなり多
かった（写真３参照）。ここは，第三セクターではなく，かなり健闘しているようである。
さらに，若桜橋を越えて北にゆくと，本通若桜街道商店街になるが，ここからは一線が画されており，
人通りがまばらになり，空き店舗がいっそう目立つ（写真４）。かつては中心をなした若桜街道商店街だ
が，いまはその面影がない。
また，若桜街道の西側に，新町通商店街と二階町商店街があるが，旧来型の商店街であり，人通りも少
なく，ともにさびれている。
末広温泉町商店街も，空き店舗が散在し，元気がない。ただし，この界隈は，スナック，居酒屋などが
集まる歓楽街となっており，夜ともなるとかなりの人出がある。このためか，末広温泉町商店街には飲食
店が目立つ。歓楽街は繁盛しているようであるが，以前よりも客がはるかに少なくなったという。また，
この一帯は，鳥取温泉と呼ばれ，温泉施設も少なくない。しかし，温泉を利用してみたが，設備が古く，
リニューアルの必要性を感じた。
智頭街道商店街とその南に位置する瓦町商店街は，旧来型の商店が軒を連ね，空き店舗が目立ち，非常
にさびれている。瓦町商店街の南端から，駅方面に南東に伸びた鳥取太平線通商店街も衰退している。こ
こには，空き店舗を活用したチャレンジショップがいくつかあるが，人通りが少なく，活性化は容易でな
い様子である。チャレンジショップの複数の店主に話を聞くと，自分の店を開いて生計を立てたいという
強い願望を持っていた。また，商店街では，知名度が大切であり，客に知られたころに追い出されるのは
つらいという声も聞かれた。空き店舗は多いのだから，支援をするなら，手厚い支援をして起業家を育て
るべきである。いずれにしても，このような起業家が増えることは，商店街の活性化のための重要な要素
である。
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年配のタクシー運転手が，いまの鳥取は観光客も少なく，「まちなかはゴーストタウン化している。」と
言っていたが，往時の鳥取を知っている者にとってはそう映るのであろう。
ちなみに，筆者は，1990年代半ばにイギリスのリバプール駅近辺を訪れた時，無人の黒ずんだビルやガ
ラスが割れて浮浪者がたむろしているビルがあちこちにあり，夜は歩くのも危険であり，まさしくゴース
トタウンだと思ったことがある。日本では，それほどのまちを見たことがないが，現状では，それに近い
まちも出てくるかもしれない。
写真３　本通商店街
写真４　若桜街道商店街
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４　中心商店街衰退の原因
モータリゼーションに伴う郊外へのスプロール現象と郊外型大規模店舗の進出が鳥取市の中心商店街を
衰退させた大きな原因であることはすでに指摘した。このことは，どこの地方都市でもみられることであ
る。ここでは，鳥取市のケースをもう少し立ち入って検討してみよう。
まず，鳥取市における郊外型大規模店舗の出店については，次のような事情がある。2006年６月，鳥取
市の北西郊外，鳥取駅から５キロメートルほどのところにあるジャスコ（2000年に出店）に対して，既存
店舗の２倍にあたる５万５千㎡への増床計画について鳥取市が建築確認証を交付したことが判明した。す
ぐ横には，2005年にトイザらスなどが入居した大型商業施設「トリニティモール」がオープンしている。
これに対して，鳥取商工会議所の八村輝夫会頭は，中心市街地活性化に取り組もうとしている時にきわめ
て遺憾とのコメントを発表した。しかし，1997年２月，鳥取市役所の佐々木恒雄商工観光部長は，「市と
して大型店の進出に反対する立場にない。」と述べた9。
また，1997年３月13日の鳥取市定例議会本会議で，西尾迢富市長は，大型店の出展計画が相次いでいる
ことに関する質問に対して，「一般の企業誘致と同じく，雇用や物流の拡大，税収の増加などが見込まれ
る。消費者にとっては魅力的なショッピングができる」と回答した10。このように，鳥取市においては，
郊外型大規模店舗の出店は，同市における雇用や税収の増加，消費者への利益提供に寄与するものという
立場に立っていた。
ところが，2007年になると，まちづくり３法の改正によって延べ床面積１万㎡を超える大型店出店区域
が大幅に規制されるのに伴って，鳥取市は郊外型の大型ショッピングセンターの出店を規制する方針を決
めた。これは，新法に基づく中活基本計画の申請に向けた準備でもあった。国は地方の対応が悪いといい，
地方は国の政策が悪いといって済ませられる問題ではない。米子では，2004年，商工会議所が中心になっ
て出店反対の陳情を市や市議会に提出し，翌年に計画を白紙撤回させた。鳥取のように，巨大 SCを認め
た後で，他の大店舗を規制しても，まさしく後の祭りというほかはない。
2000年に出店したジャスコ鳥取北店（7,608㎡）は，2007年10月に大幅に増床して「イオン鳥取北ショッ
ピングセンター」（32,272㎡）としてオープンした。家電量販大手のコジマやカジュアル衣料大手のユニ
クロも出店した。
中心商店街の3,000㎡以上の大規模小売店舗は，1968年から89年までに８店舗が進出したが，平成に入っ
てからダイエー鳥取店（店舗面積6,258㎡，1989年撤退），トポス鳥取店（6,258㎡，ダイエー系，1999年撤
退），ダイエー駅南店（7,066㎡，2001年撤退）の３店舗（合計約２万㎡）が撤退した。
これに対して，郊外における大規模小売店舗（3,000㎡以上）の出店は，1991年から2005年の間に，９
店舗，店舗面積で，約８万㎡にのぼっている。
また，鳥取市は，ジャスコ鳥取北店の大幅増床に関連して，入居するテナントに「地元枠」を設けるこ
とを求めたが，これは諸刃の剣である。商店街の店が入居すれば，商店街にとっては自らの首を絞めるこ
とになる。また，商店街で聞いた話では，入居のために多額の保証金をとられ，駐車場や宣伝の経費を分
担させられ，売上が思うようにあがらなくても，出るに出られないという状況があるという。
次に，旧国立大学の鳥取大学が郊外に移転したことはまちの衰退の大きな要因の１つになっている。
1966年に，鳥取大学は，中心市街地近くにあった農学部・教育学部を JR で２駅離れた郊外に移転した。
旧文部省が東京や大阪のような大都市の中で大学の拡大を規制したことや，国立大学の郊外移転を文部省
が支援したことから，かなりの数の国立大学が郊外に移転した。しかし，国立大学の郊外移転は，教職員
9	 	『朝日新聞』1997年２月15日付，鳥取面。
10	『朝日新聞』1997年３月14日付，鳥取面。
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や学生を中心街から遠ざける結果となり，鳥取市に限らず，地方都市の中心市街地の衰退の大きな一因と
なっている。
この点では，国の政策が縦割り行政になっていて連携がとれていないことや，場当たり的であって，先
を見通した政策になっていないことを指摘しうる。むろん，移転を決めた大学側にも，まちづくりについ
て見通しが欠けていたといってよい。
さらに，2004年に，鳥取市は，鳥取駅南口近くのダイエーの跡地に市役所駅南庁舎を建設し，本庁舎の
窓口業務をこちらに移した。また，2005年，同建物内に市立中央図書館を設置した。この活性化策は，駅
北口の交通量を増加させたが，駅の反対側にある中心街や中心商店街の活性化に寄与したとはいいがた
い。むしろ，市役所近くの通行量が減少して，若桜街道商店街の衰退に追い討ちをかける結果となってい
る。
５　まとめにかえて
以上，鳥取市中心商店街の変遷と現状についてみてきた。このまちの中心商店街も，他の多くの地方都
市の中心商店街と同様に衰退が激しい。中心商店街がすたれると，そのまちの中心市街地が空洞化する。
新旧まちづくり３法に基づく中心市街地活性化事業も行われたが，中心市街地や中心商店街が活性化され
た様子は窺えない。
「市にはまちづくりのビジョンがない」という市民の指摘があるが，これまで鳥取市が行ってきた対応
をみると，当たっているところがある。しかし，これは，鳥取市に限られたことではなく，地方都市の多
くは，一貫したビジョンのない国の政策に振り回され続けている。この意味で，明治以来の中央集権的な
行政システムにも大きな問題がある。もっと明確にいえば，金太郎飴的行政は地方のまちづくりには不適
当だということである。
『第８次鳥取市総合計画』（鳥取市，平成18年５月）によれば，「機能的でにぎわいのあるまちづくり」
として，地元商店街や地域住民，まちづくり機関（TMO），国，県等と密接に連携しながら，中心市街地
の整備，改善に関する事業を推進するとしている。
具合的施策としては，活性化基本計画の推進，都市施設の整備促進，商店街等との連携強化，旧市立病
院跡地の活用を挙げている。
しかし，巨大ショッピングセンターが郊外にでき，人の流れが郊外に変ってしまった現在，中心商店街
や中心市街地に人を呼び戻すことは容易なことではない。鳥取市を含め，概して地方政府が大規模店舗の
進出に対して有効な規制を行ってこなかった実態がある。地方政府に対しては，まちの健全な発展のため
に，中央政府の施策に左右されない独自の施策を行うだけの力量が望まれる。
まちに住む人々や商店街の取り組み次第では，中心市街地や中心商店街の賑わいを取り戻し，活性化さ
せることもできる。ただ，それには，自分たちのまちをよくするための市民（商店主も含む。）の相当の
努力と協力が必要である。そのうえで，国や地方政府による公的支援を有効利用すべきである。国は主導
的役割を果たすべきではないし，地方のまちにとって望ましい形で主導的役割を果たすことはできないと
考えられる。
他のまちの中心商店街や中心市街地も，鳥取市におとらずひどい状況であるが，他のまちについては，
稿を改めて検討することにしたい。
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